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【問１】トリアシルグリセロールはリパーゼにより加水分解される。その反応で、トリアシルグリ

セロールのアシル基がセリン残基に取り込まれる過程について、リパーゼのアミノ酸残基を用いて

化学的に説明しなさい。 

【問２】解糖系においてフルクトース 1,6―ビスリン酸は、アルドラーゼのアミノ酸残基（アミノ基）とのイミン

形成反応により取り込まれて生成する Shiff 塩基の逆アルドール型反応により、２種類のリン酸化三単糖ＧＡＰ

およびＤＨＡＰに分解される。この反応機構を含め詳述しなさい。必要であれば、酸（H-A）や塩基（B：）な

どを書き足しなさい。

入学試験の公平性の維持と効率化を目的として、あらかじめ問題を蓄積して活用し、
複数回の入学試験を実施することがあるため、試験問題並びに解答は公開していません。

入学試験の公平性の維持と効率化を目的として、あらかじめ問題を蓄積して活用し、
複数回の入学試験を実施することがあるため、試験問題並びに解答は公開していません。



【問３】1 mol の CH3MgBr と以下の化合物 a)-e) 1mol との反応で生成する主生成物の構造式を示

しなさい。また、化合物 f) は 2mol の CH3MgBr と反応した生成物の構造式を示しなさい。ただ

し、各反応は、適切な後処理を施しているものとする。 

【問４】CH3CH=CH2 を以下の試薬 a)-f) で処理した時の主生成物の構造式を示しなさい。ただし、

各反応は、適切な後処理を施しているものとする。 

入学試験の公平性の維持と効率化を目的として、あらかじめ問題を蓄積して活用し、
複数回の入学試験を実施することがあるため、試験問題並びに解答は公開していません。

入学試験の公平性の維持と効率化を目的として、あらかじめ問題を蓄積して活用し、
複数回の入学試験を実施することがあるため、試験問題並びに解答は公開していません。



出題意図 

この問題群は、有機化学の反応機構の理解や反応生成物の構造を問うものであ

る。問 1・問 2 では生物有機化学に関連し、酵素のアミノ酸残基による触媒作用や反

応中間体を含めた化学的機構の変化を、有機化学の反応機構の観点から理解してい

るかを評価する。問 3・問 4 では、Grignard 試薬やアルケン反応などの有機反応にお

いて、主生成物を正確に予測する力を測る。総じて、単なる暗記ではなく、反応の本

質を分子・電子レベルで論理的に理解できるかが出題の意図である。 

 


